　令和６年１月１日

令和６年度年頭所感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸東部青果卸売協同組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　後藤雅弘
新年明けましておめでとうございます。年頭にあたり謹んで新春のお慶びを申し上げますと共に、平素のご厚情に対し心から厚くお礼申し上げます。

昨年のわが国の経済は、資源価格の高止まりによるインフレの継続、世界規模での金融引き締め等による景気停滞、円安の影響等により、先行き不透明な状況が継続しております。新型コロナウイルスの感染症の５類移行に伴い国内の社会経済活動は正常化に向かってはおりますが、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化と新たにイスラエル・パレスチナ武装勢力間の衝突、中国と周辺国で加熱する領有権問題など地政学的リスクは高まり、さらに中国政府は、福島第一原発にたまる処理水の放出に反対し、日本産の水産物の輸入を停止させた為、日本の水産物の輸出が大幅に減るなど国外からの影響が広がっております。
さて、卸売市場を取り巻く環境は、少子高齢化などの社会構造の変化、食料消費や産地・消費者ニーズの多様化、食の安全・安心や環境問題をはじめとする社会的要請の高まりに加え、卸売市場法の改正に係る取引ルールなどの規制緩和により、課題が顕在化してきています。今年は「物流2024年問題」があり、卸売市場では特に青果物流通の分野の問題が多く発生してまいります。卸売市場を支える物流がインボイス制度の導入により、運送業の個人事業主に与える影響もあり、トラックドライバー不足がより深刻な状況になっております。加えて労働時間の規制で長距離輸送に大きな影響を与えると考えられております。
当組合と致しましては、開設者、組合員、各団体等の皆様と連携・協力しながら機能と役割を果たして参ります。本年も引き続き、関係各位のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げますと共に、皆様方には、益々のご活躍ご発展とご健勝を心からご祈念申し上げまして年頭の挨拶とさせて頂きます。
